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大

原

長

和

一

　
　
中
川
善
之
助
教
授
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
末
子
相
続
制
は
、
大
体
西
へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
あ
る
。
一
ば
ん
あ
る
の
は
九
州
だ
。
九
州
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
ら
東
し
て
四
国
、
そ
れ
か
ら
愛
知
県
。
そ
し
て
諏
訪
あ
た
り
が
大
体
北
限
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
事
実
、
わ
た
く
し
も
、
数
回
に
わ
た
っ
て
九
州
各
地
の
相
続
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
、
九
州
で
は
末
子
相
続
は
決
し
て
異
例
的
な
存
在

　
　
で
は
な
く
、
処
に
よ
っ
て
は
、
む
し
ろ
長
子
相
続
の
方
が
例
外
的
で
あ
る
よ
う
な
印
象
す
ら
懐
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
と
く
に
、
鹿
児
島
・
宮
崎
両
県
に
わ
た
る
南
部
九
州
地
方
は
代
表
的
な
末
子
相
続
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
し
か
し
乍
ら
、
九
州
地
方
の
末
子
相
続
制
の
最
も
典
型
的
な
事
例
は
、
む
し
ろ
西
九
州
、
と
く
に
長
崎
県
地
方
に
お
い
て
み
ら
れ
る
の

　
　
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
そ
の
理
由
は
、
他
の
地
方
に
お
い
て
み
ら
れ
る
末
子
相
続
制
は
、
厳
密
に
云
え
ば
、
非
長
子
相
続
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
末
子
が
相
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
川
教
授
も
末
子
相
続
は
非
長
子
相
続
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
位
で
あ
る
。

説　
　
し
か
し
、
長
崎
県
に
お
い
て
み
ら
れ
る
も
の
は
、
完
全
な
末
子
相
続
制
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
こ
と
は
、
明
治
十
一
年

論　
　
刊
の
司
法
省
蔵
版
の
全
国
民
事
慣
例
類
集
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
と
思
う
。
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論　説

　
全
国
民
事
慣
例
類
集
に
よ
れ
ば
、
全
野
に
お
け
る
末
子
相
続
制
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
尾
張
国
愛
知
郡
i
相
続
ノ
権
ハ
長
男
ニ
ア
リ
。
村
方
ニ
チ
ハ
怠
業
ヲ
励
マ
ス
為
メ
、
長
男
ヨ
リ
順
々
二
分
家
セ
シ
ム
ル
コ
ト
多
シ
。
皆
戸
主
ノ
見
込
二

　
　
従
テ
適
宜
ノ
所
分
ヲ
為
ス
事
ナ
リ
。

　
信
濃
国
佐
久
郡
一
長
男
ハ
家
督
相
続
ノ
権
ヲ
有
ス
ト
雅
モ
、
父
ノ
意
二
野
ハ
ザ
ル
ヵ
、
墨
型
ニ
三
男
ヲ
分
家
セ
シ
メ
テ
ハ
若
年
破
産
ノ
恐
ア
ル
ヲ
以
テ

　
　
長
男
ヲ
分
家
セ
シ
メ
本
家
ハ
父
自
ラ
幼
児
ヲ
教
育
シ
テ
相
続
セ
シ
ム
ル
事
ア
リ
。
然
ル
ト
キ
ハ
其
財
産
ヲ
分
割
ス
ル
衆
子
ヨ
リ
多
キ
ヲ
例
ト
ス
。

　
土
佐
国
土
佐
郡
l
l
相
続
ノ
権
ハ
長
男
ニ
ア
リ
ト
錐
モ
、
郷
村
ノ
者
ハ
中
等
巳
上
長
男
二
男
三
男
ト
ア
レ
バ
、
長
二
男
ト
モ
多
ク
ハ
別
家
セ
シ
メ
、
末
子

　
　
ヲ
以
テ
本
家
相
続
セ
シ
ム
ル
慣
習
ア
リ
。

　
日
向
国
臼
杵
郡
一
村
方
ニ
チ
ハ
長
男
ヲ
分
家
セ
シ
メ
、
二
三
男
二
相
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
多
シ
。

　
肥
前
国
彼
杵
郡
－
村
方
ニ
チ
ハ
長
男
ヲ
第
＝
一
分
家
シ
、
末
男
ヲ
以
テ
本
家
相
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
多
シ
。

　
肥
前
国
高
来
郡
－
村
方
ニ
チ
ハ
長
男
ヲ
分
家
シ
、
末
男
二
本
家
相
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
多
シ
。

　
こ
の
六
例
を
仔
細
に
み
る
と
決
し
て
同
一
事
例
で
は
な
い
こ
と
が
分
る
。
す
な
わ
ち
尾
張
・
信
濃
・
土
佐
の
三
例
で
は
「
相
続
ノ
権
ハ

長
男
ニ
ァ
リ
ト
難
モ
」
と
あ
っ
て
、
一
応
は
長
男
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
日
向
と
肥
前
の
例
は
「
村
方
ニ
チ
ハ
長
男
ヲ
第
一
二

分
家
シ
」
と
あ
っ
て
、
長
男
相
続
の
思
想
は
全
く
な
く
、
ま
た
そ
の
中
で
日
向
で
は
、
　
「
二
三
男
娼
相
続
セ
シ
ム
ル
コ
ト
多
シ
」
と
、
た

だ
非
長
子
相
続
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
肥
前
の
二
例
は
は
っ
き
り
と
、
　
「
末
男
ヲ
以
テ
本
家
相
続
セ
シ

ム
ル
」
と
あ
っ
て
、
完
全
な
末
子
相
続
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
も
り
と
も
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
非
常
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ー
ブ
な
も
の
で
あ
り
、
係
官
が
全
国
冬
地
へ
行
っ
て
そ
の
地
方
の
古
老
を
集
め
て

聞
い
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
表
現
も
ど
こ
ま
で
厳
密
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
と
に

か
く
こ
こ
で
は
、
長
崎
県
に
お
い
て
末
子
相
続
が
典
型
的
な
形
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
る
。
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へ
　
　

　
長
崎
県
の
末
子
相
続
の
う
ち
、
高
来
郡
の
末
子
相
続
に
つ
い
て
は
、
菊
地
判
事
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
彼
杵
郡
に
つ
い
て
は
、
西
彼
杵

　
　
　
　
え
ら
ね

半
島
の
「
家
舟
」
の
末
子
相
続
を
、
中
川
教
授
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
一
つ
、
長
崎
県
の
末
子
相
続
調
査
で
見
落
し
え
な
い
も
の
に
、
五
島
の
そ
れ
が
あ
る
。
中
川
教
授
も
「
五
島
へ
は
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
ま
だ
行
け
な
い
で
」
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ば
学
界
未
開
拓
の
五
島
の
末

子
相
続
制
を
中
心
と
し
て
、
九
州
地
方
の
末
子
相
続
制
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
（
一
）
　
中
川
善
之
助
「
末
子
相
続
に
つ
い
て
」
、
日
本
法
社
会
学
会
編
、
家
族
制
度
の
研
究
（
下
）
理
論
と
実
態
、
六
二
頁
。

　
（
二
）
　
日
本
私
法
学
会
の
農
家
相
続
の
実
態
調
査
で
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
の
肝
属
郡
串
良
町
の
末
子
相
続
の
実
例
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
農
林
省
農
政

　
　
　
局
「
農
家
相
続
の
実
態
」
一
農
家
別
調
査
資
料
一
二
五
二
頁
以
下
。

　
（
三
）
　
中
川
、
前
掲
書
、
五
七
頁
。

　
（
四
）
　
菊
地
博
「
長
崎
県
諌
早
市
小
野
に
お
け
る
末
子
乃
至
非
長
子
相
続
制
に
つ
い
て
」
法
社
会
学
第
四
号
、
一
一
一
頁
以
下
。

論説

二

　
五
島
列
島
は
、
長
崎
港
か
ら
約
九
十
粁
、
佐
世
保
港
か
ら
約
五
十
粁
の
海
上
に
、
約
九
十
粁
の
長
さ
に
互
っ
て
北
東
か
ら
南
西
の
方
向

に
並
ん
で
い
る
。
南
か
ら
福
江
・
久
島
・
奈
留
。
若
松
。
中
通
の
五
つ
の
主
島
と
、
そ
の
北
に
小
値
賀
・
宇
久
の
二
島
が
連
な
り
、
こ
れ

等
の
周
囲
に
、
百
四
十
あ
ま
り
の
小
さ
な
属
島
が
散
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
島
列
島
と
云
う
よ
り
む
し
ろ
、
五
島
叢
島
と
も
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

う
べ
き
で
あ
る
。
行
政
的
に
は
、
福
江
市
と
十
ニ
ケ
町
に
分
れ
、
人
口
は
約
十
五
万
人
で
あ
る
。

　
五
島
地
方
の
相
続
制
度
の
特
色
と
し
て
、
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
こ
こ
に
「
し
た
こ
」
制
度
と
い
う
、
末
子
相
続
制
を
明
瞭
に
表
わ
す

言
葉
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
国
的
に
み
て
も
、
事
実
上
、
末
子
相
続
的
慣
行
の
行
わ
れ
て
い
る
地
方
で
あ
っ
て
も
、
言
葉
と
し
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論説

て
、
し
た
こ
一
末
子
一
相
続
と
い
う
と
こ
ろ
は
紗
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
　

　
五
島
、
福
江
島
、
最
西
端
（
そ
れ
は
ま
た
わ
が
国
の
最
西
端
で
も
あ
る
が
）
玉
之
浦
の
郷
土
史
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。

　
親
と
同
居
す
る
男
子
が
義
務
教
育
を
終
れ
ば
、
未
成
年
者
で
あ
り
な
が
ら
半
戸
分
の
公
役
を
負
担
す
る
。
そ
れ
故
、
老
齢
者
と
い
え
ど

も
、
こ
の
よ
う
な
男
子
と
同
居
す
る
間
は
隠
居
が
出
来
な
い
。
　
こ
れ
を
「
し
た
こ
」
と
呼
ん
で
、
　
こ
の
制
度
は
立
谷
郷
民
移
住
当
時
か

ら
、
部
落
の
戸
数
を
な
る
べ
く
増
加
さ
せ
て
、
部
落
の
繁
栄
を
図
る
た
め
に
採
ら
れ
た
方
法
の
一
つ
と
云
わ
れ
る
。
居
付
き
の
者
は
、
貧

し
さ
に
甘
ん
じ
つ
つ
、
長
男
に
嫁
を
貰
え
ば
次
三
男
を
連
れ
て
別
居
し
さ
ら
に
開
墾
を
進
め
、
次
男
が
結
婚
す
れ
ば
さ
ら
に
ま
た
三
男
と

新
居
を
構
え
る
等
の
如
く
し
て
、
末
子
の
み
と
り
を
受
け
な
が
ら
天
寿
を
終
っ
た
と
い
う
よ
う
な
一
種
の
「
末
子
相
続
法
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
次
々
と
開
墾
を
進
め
て
行
き
、
住
家
も
耕
地
の
中
央
部
を
選
び
建
て
た
の
で
、
自
ら
散
村
の
形
式
が
成
立
し
た
わ

け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
耕
地
は
著
し
く
開
墾
さ
れ
た
が
、
　
直
領
や
郷
有
地
を
開
い
た
者
と
私
有
地
を
開
い
た
者
に
は
、
　
自
ら
経
済
的
に
も
差
を
生

じ
、
後
者
の
場
合
は
、
何
等
か
の
形
で
地
主
に
隷
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
た
め
、
独
立
性
に
乏
し
く
ま
た
貧
困
で
あ
っ
た
。

　
明
治
初
年
、
一
時
居
付
の
者
の
半
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
こ
と
の
名
乗
り
を
あ
げ
て
か
ら
、
多
少
の
迫
害
を
加
え
ら
れ
た
も
の

の
如
く
、
私
有
地
を
開
墾
し
た
者
共
は
主
家
へ
の
遠
慮
か
ら
名
乗
ら
ぬ
者
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
か
、
　
「
コ
ソ
コ
ソ

宗
」
と
か
、
ま
た
「
黒
宗
カ
ク
レ
」
等
と
云
わ
れ
て
い
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
以
上
が
郷
土
史
に
あ
る
「
し
た
こ
し
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の
菊
地
判
事
は
、
五
島
の
末
子
相
続
に
つ
い
て
、

　
「
…
…
…
つ
い
で
機
会
を
得
て
五
島
（
長
崎
県
南
松
浦
郡
）
青
方
町
の
方
へ
出
張
し
た
際
も
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
同
町
大
字
青
砂
な
る

全
村
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
と
い
う
（
？
・
）
部
落
で
も
末
子
相
続
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
が
、
滞
在
期
間

も
限
ら
れ
て
詳
し
い
調
査
も
で
き
ず
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
通
信
で
調
査
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
同
地
で
は
古
く
か
ら
男
子
兄
弟
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の
間
で
は
均
分
相
続
に
似
た
相
続
が
行
わ
れ
親
は
自
分
の
家
を
長
男
に
譲
っ
た
上
、
自
ら
は
隠
居
家
を
作
っ
て
そ
こ
へ
末
子
と
土
ハ
に
移
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

住
ん
で
生
涯
を
終
え
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
現
地
に
つ
い
て
み
る
に
、
　
「
し
た
こ
」
制
度
を
人
々
は
肯
定
す
る
。
現
在
で
も
、
親
は
、
長
男
が
結
婚
す
れ
ば
、
家
は
長
男
夫

婦
に
譲
り
、
両
親
は
二
男
以
下
を
連
れ
て
別
な
家
を
建
て
て
引
越
す
。
次
男
が
家
庭
を
持
っ
た
時
も
同
様
に
す
る
。
か
く
て
順
次
に
家
を

譲
っ
て
行
き
、
最
後
に
は
末
子
と
同
居
す
る
か
ら
、
父
親
が
死
ん
だ
時
に
は
末
子
（
あ
る
い
は
非
長
子
）
相
続
に
な
る
の
で
あ
る
。
な

お
、
結
婚
後
殆
ど
の
場
合
、
新
夫
婦
は
親
類
ま
た
は
特
に
親
し
い
知
人
宅
を
泊
り
宿
と
し
て
夜
を
過
し
、
お
お
よ
そ
第
一
子
の
出
生
の
頃
、

遅
く
と
も
二
、
三
年
の
内
に
は
、
両
親
は
隠
居
を
新
築
し
、
別
居
生
活
を
す
る
。
当
地
方
で
は
こ
れ
を
「
隠
居
」
ま
た
は
単
に
「
部
屋
」

と
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る
小
家
族
主
義
の
現
れ
と
み
る
見
方
も
あ
る
。

　
（
一
）
　
五
島
に
関
す
る
文
献
と
し
て
は
、
大
坪
譲
「
五
島
通
史
」
、
浦
川
和
三
郎
「
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
史
」
、
久
保
清
・
橋
浦
泰
雄
「
五
島
民
俗
誌
」
、

　
　
　
同
「
五
島
民
俗
図
誌
」
五
島
闘
発
振
興
協
会
「
五
島
要
覧
」
等
が
あ
る
。

　
（
二
）
　
玉
之
浦
郷
土
史
（
昭
和
三
二
・
七
・
一
五
・
玉
之
浦
教
育
委
員
会
発
行
）
第
五
節
特
異
の
風
習
と
行
事
よ
り
。
百
八
頁
以
下
。

　
（
三
）
　
菊
地
、
前
掲
書
、
＝
一
頁
。
中
川
教
授
は
卵
こ
の
中
で
、
　
「
青
砂
な
る
全
村
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
と
い
う
（
？
）
部
落
で
も
末
子
相
続
が
行
わ
れ

　
　
　
て
い
る
」
と
あ
る
こ
の
？
が
な
ん
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と
い
わ
れ
る
（
中
川
、
末
子
相
続
に
つ
い
て
六
九
頁
）
が
、
こ
れ
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
信

　
　
　
者
と
い
わ
ゆ
る
隠
れ
切
支
丹
信
者
と
を
一
緒
に
し
て
考
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

三

説　
　
　
こ
の
地
方
の
相
続
が
、
ど
う
し
て
末
子
相
続
的
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

論　
　
　
そ
れ
に
は
色
々
な
要
因
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
社
会
的
・
経
済
的
・
自
然
的
・
或
い
は
政
治
的
等
と
。
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と
こ
ろ
で
、
私
は
、
そ
の
外
に
宗
教
的
要
因
を
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
五
島
の
末
子
相
続
制
に
つ
い
て
特
に
そ
れ
を

’
説論
感
ず
る
。
広
下
か
そ
の
占
描
を
忠
と
し
て
、
五
島
の
李
相
続
制
を
検
討
し
て
み
た
い
。
　
　
　
鴨

　
　
　
五
島
に
末
子
相
続
制
が
多
い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
主
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
、
な
い
し
隠
れ
切
支
丹
信
者
（
こ
こ
で
は
併
せ
て
切

　
　
　
　
　
　
ご

　
　
支
丹
信
者
と
呼
ん
で
お
く
ご
と
に
す
る
）
の
家
族
に
お
い
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
古
野
教
授
の
調
査
報
告
も
、
こ
の
宗
旨
の
特
色
と
し
て
、
末
子
相
続
制
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
切
支
丹
は
「
昔
は
外
道
と
か
工
夕
と

　
　
か
呼
ば
れ
て
蔑
視
さ
れ
た
と
い
う
が
、
今
で
は
差
別
的
な
待
遇
や
感
情
は
激
減
し
て
い
る
。
　
こ
の
島
（
樺
島
）
で
は
先
住
者
（
仏
教
徒
）

　
　
　
ぢ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り

　
　
を
地
下
と
い
う
よ
り
も
「
村
」
と
い
う
。
　
「
村
」
ぐ
は
長
男
相
続
、
　
「
開
き
ト
（
切
支
丹
）
は
末
子
相
続
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
　

　
　
五
島
全
体
に
わ
た
っ
て
な
お
詳
し
い
調
査
を
．
要
す
る
」
と
云
わ
れ
る
。

　
　
　
本
稿
も
、
同
じ
五
島
の
住
民
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
に
切
支
丹
家
族
だ
け
が
、
末
子
相
続
制
を
と
る
か
の
原
因
を
究
明
せ
ん
と
す
る
も

　
　
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
切
支
丹
家
族
が
ど
う
し
て
末
子
相
続
制
を
と
る
か
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
彼
等
の
極
度
の
経
済
的
貧
困
性
と
、
宗
教
的
平
等
思
想
、
聖

　
　
職
制
度
と
の
関
係
、
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
以
下
そ
の
各
々
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
と
め
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
　
日
　
経
済
的
貧
困
性
に
つ
い
て
。
　
五
島
の
切
支
丹
は
、
主
と
し
て
大
村
藩
の
外
海
地
方
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
。
信
仰
の
自
由
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　
め
て
、
士
族
の
身
分
や
財
産
を
棄
て
て
海
を
渡
っ
て
来
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
日
本
の
西
の
涯
五
島
と
い
っ
て
も
、
既
に
先
住
者
の

　
　
仏
教
徒
が
居
で
、
水
田
耕
作
の
可
能
な
処
は
殆
ど
占
有
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
移
住
館
岩
は
、
．
僅
か
に
山
あ
い
の
癖
せ

　
　
地
を
開
墾
し
て
生
活
の
基
盤
を
築
い
て
行
く
外
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
宗
教
的
理
由
か
ら
産
児
制
限
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、
．

　
　
子
供
は
多
く
、
生
活
は
苦
し
い
。
　
子
供
が
あ
る
程
度
大
き
ぐ
な
れ
ば
、
早
く
独
立
さ
せ
て
、
親
の
負
担
を
軽
く
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な

　
　
い
。
そ
こ
で
、
子
供
は
早
く
親
の
下
を
離
れ
て
一
家
を
構
え
る
一
ま
た
親
は
構
え
さ
せ
て
や
る
わ
け
で
あ
る
。

27　（2●3●4●32）「148



　
　
　
一
家
を
構
え
る
と
い
っ
て
も
、
母
屋
の
近
く
の
荒
れ
地
に
、
堀
立
小
屋
の
よ
う
な
家
を
建
て
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
小
屋
と
い
っ
て

　
も
、
貧
困
な
彼
等
に
と
っ
て
は
相
当
な
経
済
的
負
担
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
方
の
家
は
甚
だ
し
く
粗
末
な
も
の
で
あ
り
、
家
の

　
中
に
は
、
家
財
道
具
の
目
ぼ
し
い
も
の
は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
（
筆
者
は
、
町
会
議
員
を
し
て
い
る
部
落
の
有
力
者
の
家
を
訪
ね
た
が
、

　
　
ま
こ
と
に
質
素
な
も
の
で
あ
っ
た
）
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
長
男
か
ら
次
々
に
分
家
独
立
し
て
行
く
こ
と
は
、
ま
た
、
先
住
者
に
対
す
る
対
抗
関
係
か
ら
も
来
て
い
る
。
す
な

　
　
わ
ち
、
す
で
に
大
集
落
を
形
成
し
て
い
る
先
住
者
に
対
し
、
新
来
者
達
は
早
く
戸
数
を
増
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
等
の
存
在
を
認
識
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
て
も
ら
お
う
と
七
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
質
の
不
足
を
量
で
カ
バ
ー
し
ょ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
要
す
る
に
、
一
．
見
矛
盾
す
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
経
済
的
貧
困
性
が
、
か
え
っ
て
家
の
分
封
を
促
が
し
、
戸
数
を
増
や
し
、
し
た

　
　
が
っ
て
、
相
続
形
態
と
し
て
は
、
末
子
相
続
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
翫
吐
）

．
．
　
口
　
宗
教
的
平
等
思
想
の
影
響
。
　
人
間
の
本
性
、
と
く
に
親
の
情
か
ら
し
て
、
諸
子
に
平
等
の
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
は
極
め
て
自
然
の

　
　
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
、
相
続
に
お
け
る
平
等
性
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
現
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相

　
　
続
形
態
と
し
て
は
、
諸
子
均
分
的
相
続
が
自
然
な
も
の
で
あ
り
、
一
子
単
独
相
続
的
な
も
の
こ
そ
む
し
ろ
不
自
然
と
も
い
い
う
る
も
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
特
に
、
彼
等
の
宗
教
は
、
神
の
前
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
入
間
の
平
等
を
強
く
主
張
す
る
。
他
人
の
子
を
も
、
わ
が
子
同
様
に
愛
せ
よ
、

　
　
と
い
う
教
え
を
受
け
る
も
の
が
、
吾
が
子
を
均
し
く
愛
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
、
数
人
の
子
が
あ
れ
ば
、
平
等

　
　
に
財
産
を
わ
か
ち
与
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

説　
　
　
か
く
て
、
長
男
か
ら
順
次
に
、
平
等
に
、
乏
し
い
な
が
ら
も
財
産
を
わ
か
ち
与
え
て
い
っ
て
、
最
後
に
残
っ
た
も
の
を
末
子
が
相
続
す

論　
　
る
と
い
う
、
末
子
相
続
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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論説

　
ヨ
　
宗
教
的
聖
職
制
度
と
の
関
係
。
　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
と
っ
て
、
聖
職
者
に
な
る
こ
と
は
最
大
の
名
誉
で
あ
る
。
そ
の
家
に
素
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

の
秀
れ
た
男
子
が
生
れ
た
と
き
、
親
は
そ
の
子
を
神
学
校
に
入
れ
て
聖
職
者
に
し
た
い
と
思
い
、
教
会
も
ま
た
そ
れ
を
す
す
め
る
。

　
と
り
わ
け
、
先
祖
伝
来
の
切
支
丹
の
信
仰
を
守
り
続
け
て
来
た
長
崎
県
の
信
者
達
に
は
、
そ
の
考
え
が
強
く
支
配
し
て
い
る
。
現
在
、

各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
聖
職
者
の
中
に
は
長
崎
県
出
身
者
が
極
め
て
多
い
が
、
そ
の
多
く
は
長
男
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
最
初
に
生
れ
た
男
子
を
神
へ
の
礒
げ
も
の
と
す
る
と
い
う
考
え
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
長
男
子
は
家
業
（
大
部

分
は
農
業
）
を
継
ぎ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
長
子
相
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
次
男
口
下
も
、
家
の
経
済
的
貧
困
を
救
う
た
め
に
、
船
員
と
し
て
舟
に
乗
り
込
ん
で
、
漁
業
に
従
事
す
る
者
が
多
く
、
女
子
は

殆
ど
紡
績
女
工
等
に
出
稼
ぎ
に
出
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
か
ら
順
次
、
外
部
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
に
残
っ
た
末
子
が
わ
ず
か
な
農
業
の
あ
と
を
継
ぐ
外
に
は
な
く

な
り
、
こ
の
点
か
ら
も
末
子
相
続
制
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
カ
ト
リ
ッ
ク
と
「
隠
れ
」
と
を
含
め
て
「
切
支
丹
」
と
呼
ぶ
所
以
に
つ
い
て
は
、
大
原
コ
切
支
丹
家
族
に
お
け
る
民
法
と
教
会
法
」
私
法
十
六
号

　
　
　
七
三
頁
参
照
。

　
　
　
現
在
、
五
島
の
総
入
口
約
十
五
万
の
う
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
約
二
陣
五
千
で
あ
り
、
隠
れ
切
支
丹
は
約
一
万
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
古
野
清
人
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
　
（
日
木
歴
史
新
書
）
昭
和
三
四
年
、
六
、
五
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
、
一
＝
二
頁
。

　
（
＝
一
）
　
外
海
地
方
と
い
う
の
は
、
現
在
の
長
崎
県
西
彼
杵
郡
外
海
村
で
あ
る
。
大
村
湾
側
の
内
海
に
対
し
、
東
支
那
海
に
面
し
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ

　
　
　
る
。
出
津
。
黒
崎
。
樫
山
等
が
切
支
丹
部
落
と
し
て
名
高
い
。
こ
の
彼
杵
郡
に
末
子
相
続
が
あ
る
（
前
出
、
全
国
民
事
慣
例
類
集
）
の
も
偶
然
で
は

　
　
　
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
⇔
ゆ
き
　
　
　
す
み
こ
れ

　
（
四
）
　
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
年
）
、
五
島
盛
運
は
大
村
純
ヂ
に
逸
民
を
五
島
に
移
住
せ
し
め
ら
れ
た
し
と
申
込
ん
だ
。
五
島
藩
の
公
譜
別
録
拾
遺
に
よ

　
　
　
る
と
、
　
「
寛
政
九
年
藩
主
盛
運
、
大
村
の
農
民
一
〇
八
人
を
五
島
に
移
し
、
田
地
を
開
墾
せ
し
む
。
五
島
は
地
広
く
人
少
く
し
て
、
山
林
の
未
だ
開
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“

論説

　
　
け
ざ
る
も
の
多
き
を
盛
運
公
常
に
憂
い
給
い
、
此
度
大
村
侯
に
乞
う
て
そ
の
民
を
此
地
に
移
し
給
う
。
こ
れ
よ
り
後
、
大
村
の
民
こ
の
由
緒
を
以
て

　
　
五
島
へ
来
り
住
む
も
の
そ
の
数
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
。

　
　
「
五
島
へ
五
島
へ
と
皆
行
き
た
が
る
、
五
島
は
や
さ
し
や
土
地
ま
で
も
」
と
い
う
俗
謡
が
今
で
も
外
海
地
方
に
残
っ
て
い
る
。

（
五
）
　
大
村
藩
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
吟
味
が
非
常
に
き
び
し
く
、
踏
絵
も
毎
年
制
規
通
り
に
励
行
し
て
い
た
。
特
に
大
村
藩
で
は
極
端
に
産
児
制
限
を
実

　
　
行
し
て
い
た
。
男
子
は
長
男
だ
け
を
残
し
て
、
そ
の
他
は
殺
さ
せ
て
し
ま
う
。
た
と
え
父
母
が
そ
れ
を
忍
び
か
ね
て
哺
育
し
た
と
し
て
も
、
他
家
へ

　
　
養
子
に
で
も
遣
わ
さ
な
い
限
り
、
こ
れ
に
家
督
の
幾
分
で
も
譲
っ
て
分
家
を
立
て
さ
す
こ
と
を
許
さ
な
い
。
無
論
キ
リ
シ
タ
ン
は
児
を
殺
す
こ
と
は

　
　
赦
す
べ
か
ら
ざ
る
罪
悪
と
心
得
て
い
る
。
し
か
し
次
男
以
下
は
畿
内
に
留
ま
っ
て
い
て
は
何
時
ま
で
も
日
陰
者
で
、
一
個
の
公
民
権
す
ら
得
る
こ
と

　
　
能
わ
ぬ
の
で
、
自
然
他
領
へ
逃
亡
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
彼
等
が
五
島
藩
の
招
き
に
応
じ
て
移
住
を
決
行
し
た
の
は
こ
れ
が
為
で
あ
ろ
う
。
　
ま

　
　
た
、
こ
の
よ
う
に
家
督
相
続
の
不
合
理
牲
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
相
続
制
を
異
っ
た
形
態
の
も
の
と
し
た
一
因

　
　
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

（
六
）
　
中
川
教
授
は
、
　
「
家
族
集
団
の
拡
大
を
嫌
忌
す
る
社
会
で
は
、
や
は
り
子
が
長
ず
る
に
従
っ
て
分
封
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
実
例
と
し
て
五
島
に
逃

　
　
避
し
た
往
年
の
切
支
丹
類
族
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼
等
は
山
地
へ
逃
込
ん
で
僅
か
に
生
活
の
場
所
を
尋
ね
た
が
、
外
部
に
目
立
つ
の
を
恐
れ

　
　
て
、
少
し
つ
つ
奥
地
へ
分
封
植
民
し
て
行
き
、
そ
の
た
め
に
家
系
は
末
子
か
ら
末
子
へ
と
伝
わ
っ
て
い
る
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
報
告
は
、
し
か
し

　
　
な
が
ら
、
専
門
家
の
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
正
確
さ
に
於
て
な
お
幾
分
の
疑
念
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
径
緯
は
他
の
場
合
に
つ

　
　
い
て
起
り
う
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
五
島
の
末
子
相
続
は
そ
の
た
め
で
な
い
に
し
て
も
1
地
形
な
が
ど
か
ら
見
て
、
或
は
フ
レ

　
　
ー
ザ
芝
露
の
普
通
の
末
子
相
続
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
i
、
家
族
集
団
の
拡
大
を
恐
れ
る
何
等
か
の
事
情
あ
る
場
合
に
は
長
子

　
　
分
封
が
起
り
、
ま
た
末
子
相
続
が
結
果
さ
れ
る
と
い
う
理
論
は
可
能
で
あ
る
と
、
い
え
よ
う
。
」
　
（
中
川
「
末
子
相
続
の
社
会
的
環
境
」
五
三
〇
頁
）

　
　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
新
聞
記
者
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
も
と
に
し
て
の
推
論
で
あ
る
が
、
現
地
を
調
査
し
て
の
結
論
は
「
外
部
に
目
立
つ

　
　
の
を
恐
れ
て
」
の
分
封
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
反
対
の
理
由
の
方
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
「
フ
レ
ー
ザ
ー
型
の
普
通
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の
末
子
相
続
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
　
常
識
的
に
は
、
富
農
は
財
産
を
分
割
す
る
余
裕
が
あ
る
か
ら
、
均
分
相
続
と
な
り
、
貧
農
は
分
け
た
く
て
も
分
割
す
る
に
足
る
財
産
が
な
い
か
ら

　
　
一
子
相
続
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
事
実
は
む
し
ろ
逆
の
場
合
が
多
い
。
、
例
え
ば
殻
も
生
産
力
の
高
い
典
型
的
水
田
二
毛
作
地
帯
と
し
て

　
　
富
農
の
多
い
佐
賀
県
の
兵
庫
村
（
現
佐
賀
市
内
）
で
は
、
如
何
に
し
て
均
分
相
続
に
よ
る
分
割
を
防
止
す
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
，
（
そ
の
実
例
は

　
　
、
前
掲
、
農
家
相
続
の
実
態
、
二
三
二
頁
以
下
）
の
に
対
し
、
生
産
力
の
極
め
て
低
い
畑
作
地
帯
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
鹿
児
島
県
肝
属
郡
串
良
町
で

　
　
は
、
か
え
っ
て
、
諸
子
均
分
相
続
的
末
子
相
続
制
が
行
わ
れ
て
い
る
（
同
書
・
二
五
二
頁
以
下
）
。
す
な
わ
ち
、
財
産
が
あ
る
も
の
は
分
け
な
い
の

　
　
で
あ
り
、
財
産
が
な
い
か
ら
こ
そ
分
け
る
の
で
あ
る
。

（
八
）
　
も
っ
と
も
全
て
の
者
が
進
ん
で
聖
職
者
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
か
は
間
題
で
あ
ろ
う
。
世
俗
の
生
活
を
棄
て
る
こ
と
に
人
間
的
な
悩
み
が
伴
う

　
　
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
塗
る
神
父
は
こ
の
点
に
関
し
て
こ
う
告
白
し
て
い
る
。
自
分
の
家
は
貧
困
で
学
校
に
弁
当
も
持
っ
て
行
け
な
か
っ
た
。
た
ま

　
　
た
ま
持
っ
て
い
っ
て
も
、
人
に
と
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
山
の
中
に
か
く
し
て
こ
っ
そ
り
食
べ
た
。
聖
職
者
に
な
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
た

　
　
時
も
、
大
分
迷
っ
た
が
、
神
学
校
の
生
活
を
み
て
、
毎
日
白
米
が
食
べ
ら
れ
る
の
を
う
ら
や
ま
し
く
思
い
、
そ
れ
で
神
学
校
に
入
る
気
に
な
っ
た
の

　
　
だ
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
中
川
教
授
は
、
・
末
子
相
続
を
結
果
す
る
社
会
的
環
境
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
条
件
を
挙
げ
て
居
ら
れ
る
。

　
第
一
条
件
　
　
家
族
生
活
の
基
礎
を
な
す
地
盤
－
多
く
は
土
地
そ
の
も
の
一
1
が
家
内
人
口
の
増
加
を
包
容
す
る
余
裕
を
少
し
も
残

し
て
い
な
い
こ
と
。

　
そ
の
場
合
を
列
記
す
れ
ば
一

　
1
　
農
業
技
術
が
幼
稚
な
た
め
、
そ
の
農
業
が
非
集
約
的
で
あ
り
、
人
口
の
割
に
広
大
な
土
地
を
必
要
と
す
る
結
果
と
し
て
、
現
有
土
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地
が
相
当
広
く
て
も
人
口
の
増
加
を
消
化
し
得
な
い
場
合

　
　
　
2
　
土
地
が
痩
癖
な
る
た
め
に
一
箇
所
で
多
人
数
の
食
糧
を
生
産
し
得
な
い
場
合

　
　
　
3
　
土
地
が
狭
小
な
る
た
め
新
地
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
も
出
来
な
い
場
合

　
　
　
4
　
こ
れ
ら
の
場
合
の
複
合
し
た
場
合

　
　
　
第
二
条
件
　
　
過
剰
人
口
を
受
容
れ
て
く
れ
る
別
の
生
活
地
盤
が
比
較
的
容
易
に
発
見
し
う
る
こ
と
。

　
　
　
「
別
の
生
活
地
盤
」
と
は
、
新
た
に
開
発
す
べ
き
土
地
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
他
人
の
既
に
開
発
し
た
生
活
地
盤
・
i
農
地
．
工
場
．

　
　
店
舗
等
f
で
あ
る
。

　
　
　
第
一
条
件
が
あ
っ
て
第
二
条
件
の
な
い
社
会
で
は
、
家
族
は
大
家
族
的
傾
向
を
も
ち
、
従
っ
て
長
子
相
続
的
に
な
る
。
但
し
漫
然
と
大

　
　
家
族
に
な
る
こ
と
は
生
活
資
料
の
上
か
ら
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
大
家
族
に
な
り
得
な
い
者
は
人
為
的
に
人
口
を
制
限
す
る
か
、
各
人
の
生

　
　
活
程
度
を
極
度
に
低
下
さ
せ
る
か
、
よ
り
外
に
途
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
し
か
し
、
第
一
条
件
と
第
二
条
件
の
双
方
を
兼
備
し
た
地
域
で
末
子
相
続
制
を
知
ら
な
い
処
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
て

　
　
い
る
。

　
　
　
こ
の
末
子
相
続
を
結
果
す
る
二
つ
の
条
件
が
、
五
島
の
切
支
丹
家
族
の
場
合
に
如
何
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
先
ず
、
家
族
生
活
の
基
礎
を
な
す
地
盤
的
条
件
は
如
何
。

　
　
　
農
業
の
非
集
約
性
は
最
も
典
型
的
に
お
い
て
、
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
農
業
と
は
い
え
、
、
水
田
は
殆
ど
な
く
、
畑
作
ば
か
り

　
　
（
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
で
、
作
物
は
僅
か
な
甘
藷
・
豆
類
等
に
過
ぎ
ず
、
辛
う
じ
て
自
家
消
費
分
を
賄
っ
て
い
る
だ
け
で
、
供
出
す
る
余
力
は
殆
ど
な
い
、
農
機

説
　
　
（
四
）
　
　
　
（
五
）

　
　
具
、
・
家
老
等
も
、
め
ぼ
し
い
も
の
は
殆
ど
見
当
ら
な
い
。
全
く
の
原
始
農
業
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
　
次
に
、
土
地
の
痩
痔
性
。
　
耕
作
地
は
、
平
担
地
は
殆
ど
な
く
、
山
の
斜
面
を
開
墾
し
た
畑
が
大
部
分
で
あ
り
、
灌
概
の
便
も
悪
く
、
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農
耕
地
と
し
て
は
不
適
地
ば
か
り
を
、
無
理
し
て
耕
作
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

説　
　
　
ま
た
、
土
地
の
狭
小
性
も
極
端
な
る
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
以
上
新
地
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
余
地
は
全
く
存
し
な

論　
　
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
第
一
条
件
は
、
完
全
に
こ
れ
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
ら
ば
次
に
、
第
二
条
件
を
満
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
的
戒
律
に
よ
っ
て
、
産
児
制
限
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
原
因
す

　
　
る
、
過
剰
人
口
を
受
容
れ
て
く
れ
る
別
の
生
活
地
盤
を
比
較
的
容
易
に
発
見
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
こ
の
「
別
の
生
活
地
盤
」
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
開
発
型
」
と
、
　
「
出
稼
型
」
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
五
島
の
場
合
、
も
は
や
開
発

　
　
の
余
地
は
な
い
こ
と
は
再
三
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
従
っ
て
、
五
島
は
典
型
的
な
出
稼
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
出
稼
先
は
、
女
子
の
場
合
は
紡
績
女
工
で
あ
り
、
男
子
の
場
合
は
漁

　
　
船
員
で
あ
る
つ
新
制
中
学
を
修
了
す
れ
ば
、
女
子
は
、
主
と
し
て
愛
知
県
の
紡
績
工
場
へ
い
わ
ゆ
る
集
団
就
職
に
出
掛
け
て
行
く
。
先
輩

　
　
が
多
数
行
っ
て
地
盤
を
築
い
て
い
る
か
ら
、
後
輩
も
行
き
易
い
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
外
、
最
近
は
島
根
県
の
罐
詰
工
場
へ
も
相
当
出
掛
け
て
行
く
。
こ
れ
は
、
五
島
出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
、
そ
の
地
方
で
大
き

　
　
な
工
場
を
経
営
し
て
い
る
成
功
者
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
男
子
達
は
、
選
ば
れ
て
、
神
学
校
へ
入
学
し
、
聖
職
者
た
ら
ん
と
志
す
者
を
除
い
て
は
、
全
員
漁
船
に
乗
込
む
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ

　
　
に
は
、
五
島
を
基
地
と
す
る
沿
岸
漁
業
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
は
、
長
崎
・
博
多
・
門
司
等
を
基
地
と
し
て
東
支
那
海
方
面
で
活
躍
す
る

　
　
わ
け
で
あ
る
。
わ
け
て
も
、
北
五
島
有
川
方
而
は
、
南
極
捕
鯨
の
射
手
等
の
有
力
船
員
の
出
身
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
一
家
を
挙
げ
て
の
出
稼
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
海
外
移
民
で
あ
る
。
全
島
カ
ト
リ
ッ
ク
の
離
れ
小
島
の
部
落
が
、
村
ご
と

　
　
南
米
へ
移
民
し
た
、
と
い
う
話
を
時
々
耳
に
す
る
。
こ
の
場
合
も
、
彼
等
の
宗
教
的
信
念
と
、
移
民
先
が
ま
た
、
同
じ
宗
教
の
国
で
あ
る
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こ
と
が
、
彼
等
の
決
心
を
容
易
に
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
て
、
第
一
・
第
二
の
両
条
件
が
兼
備
し
た
地
域
で
あ
る
以
上
、
　
「
末
子
相
続
制
を
知
ら
な
い
所
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
（
一
）
　
中
川
善
之
助
「
末
子
相
続
の
社
会
的
環
境
」
、
牧
野
教
授
還
暦
祝
賀
法
理
論
集
、
五
四
四
頁
以
下
。

　
（
二
）
　
例
え
ば
、
玉
之
浦
町
に
於
て
、
耕
地
而
積
は
、
水
田
二
四
⊥
ハ
三
反
、
畑
二
四
九
七
反
、
計
四
九
六
〇
反
（
昭
和
三
〇
年
度
）
で
あ
る
が
、
水
田
は

　
　
　
殆
ど
非
切
支
丹
部
落
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
（
三
）
　
玉
之
浦
に
於
て
、
甘
藷
は
作
付
而
積
一
八
○
町
、
反
収
四
五
〇
貫
、
収
獲
量
八
一
〇
、
0
0
0
貫
、
豆
類
は
作
付
而
積
一
五
町
、
反
収
八
反
、
収

　
　
　
獲
量
一
二
〇
貫
（
昭
和
三
〇
年
度
）
程
度
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
玉
之
浦
町
全
体
で
、
主
要
農
機
具
と
し
て
、
僅
か
に
、
動
力
脱
穀
機
一
〇
台
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
も
切
支
丹
部
落
外
の
も
の
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
玉
之
浦
町
の
家
主
面
隠
は
、
役
肉
牛
八
一
三
、
乳
牛
○
、
馬
二
三
、
緬
羊
一
九
、
山
羊
四
三
、
豚
四
五
、
鶏
三
八
二
〇
（
昭
和
三
二
年
）
程
度
で

　
　
　
あ
る
。

　
（
六
）
　
同
じ
虻
之
浦
町
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
耕
地
利
用
率
と
耕
地
の
傾
斜
度
は
次
表
の
通
り
で
、
特
に
畑
の
大
部
分
が
一
五
度
以
上
の
傾
斜
地
で
あ
る
こ

　
　
　
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
翫
反
脚
　
鵬
　
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
i
－
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

耕地利用率

＼種別
謖煤_

利用率
kA｝／（B）

1…

@田
　反
Q，463
　反
R，423 1．39

畑 2，497 3，890 1．55

計 4，960

　　｝7．31311．47

@　1

耕地の傾斜度

＼国別

区分＼

田
2．4暴i1．4塁

畑 2．4971 2．372

計 4・9601 3．795
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五

　
末
子
相
続
に
つ
い
て
は
、
色
々
な
問
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
相
続
形
態
の
歴
史
的
発
展
に
お
い
て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る

か
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

　
末
子
相
続
形
態
と
し
て
古
い
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
は
恐
ら
く
最
古
の
相
続
形
式
で
は
な
い
か
、
と
い
う
答

が
あ
る
。

　
現
論
的
に
そ
う
推
定
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
古
く
か
ら
の
神
話
・
伝
説
等
が
非
常
に
屡
々
こ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
、
わ
が
国
の
古
事
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

や
日
本
書
紀
に
も
そ
の
例
は
多
い
し
、
外
国
で
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
グ
リ
ム
童
話
の
中
に
も
移
し
く
発
見
出
来
る
、
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
末
子
相
続
制
の
起
原
は
そ
う
し
た
古
い
時
代
に
求
む
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
よ
り
後
代
的
の
も
の
で
、
大

家
族
制
か
ら
小
家
族
へ
と
発
展
し
た
後
に
、
特
殊
な
地
理
的
・
社
会
的
条
件
の
も
と
で
発
生
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

う
反
対
説
が
あ
る
。

　
五
島
の
末
子
相
続
制
が
、
そ
の
何
れ
を
例
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
末
子
相
続
制
を
伝
え
て
い
る
五
島
の
住
民
の
多
く
が
、
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

新
し
い
移
住
者
（
居
付
き
も
の
）
で
あ
り
、
小
家
族
制
を
採
用
し
、
特
殊
な
地
理
的
・
社
会
的
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

え
ば
、
そ
の
歴
史
は
そ
う
古
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
　
　
た
と
い
、
末
子
相
続
制
そ
の
も
の
の
起
源
は
、
こ
れ
を
古
代
に

於
て
見
出
し
得
る
と
し
て
も
。
－
i

　
最
後
に
、
五
島
末
子
相
続
制
の
将
来
性
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
戦
後
の
劃
期
的
な
農
地
改
革
は
、
五
島
切
支
丹
家
族
の
習
俗
的
な
末
子
相
続
制
に
も
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
戦
前
に
於
て
は
、
彼
等
は
殆
ど
全
部
零
細
な
小
作
農
民
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
経
済
的
に
極
度
の
貧
困
状
態
に
お
か
れ
、
そ
れ
が
「
長
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子
分
封
」
を
必
然
た
ら
し
め
、
や
が
て
末
子
相
続
制
を
形
成
し
て
行
っ
た
こ
と
は
さ
き
に
観
来
っ
た
如
く
で
あ
る
。

　
そ
の
小
作
農
民
が
、
自
ら
の
耕
地
を
取
得
出
来
た
の
が
農
地
改
革
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
そ
れ
に
よ
．
っ
て
耕
地
の
痩
溶
性
と
狭
小
性
と
が

解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
兎
も
角
自
作
地
を
持
ち
え
た
こ
と
は
、
生
産
手
段
と
し
て
の
農
地
に
対
す
る
彼
等
の
関
心
を
一
層
深
め

そ
の
経
済
的
地
位
は
一
依
然
貧
困
と
は
い
え
一
相
当
に
向
上
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
以
前
よ
り
は
若
干
の
経
済
的

余
裕
が
生
じ
た
こ
と
に
な
り
、
或
程
度
大
家
族
を
抱
え
込
み
う
る
条
件
が
成
熟
し
て
来
た
わ
け
で
、
無
理
し
て
長
子
分
封
を
行
う
要
は
な

く
な
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
意
味
に
於
て
、
末
子
相
続
制
は
動
揺
期
に
入
っ
た
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
や
が
て
は
、
一
般
の
富
農
と
同
様
に
、
農
地
の
分

割
を
忌
馨
し
、
適
正
経
営
規
模
を
維
持
す
る
た
め
に
、
長
子
相
続
制
的
一
子
相
続
制
へ
の
傾
向
が
生
じ
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

　
さ
ら
に
最
近
問
題
の
農
業
構
造
改
革
論
は
、
小
農
切
捨
て
の
強
行
政
策
を
打
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
僅
か
二
一
三
反
の
零
細
農
に
過
ぎ

な
い
こ
の
地
方
の
農
民
達
に
対
し
、
単
な
る
相
続
形
態
の
変
化
の
み
な
ら
ず
、
農
業
経
鴬
そ
の
も
の
を
否
定
せ
し
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
相
続
形
態
の
要
因
論
は
、
宗
教
的
要
因
か
ら
、
や
が
て
政
治
的
要
因
へ
と
関
心
を
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
中
川
善
之
助
「
末
子
相
続
の
原
始
性
」
法
学
六
巻
一
二
号
、
一
四
八
六
頁
。

　
（
二
）
　
洞
富
雄
「
相
続
」
郷
史
研
究
講
座
、
三
、
家
、
一
八
六
頁
。

　
（
三
）
　
戦
前
、
小
作
料
の
重
圧
と
、
耕
作
権
の
保
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
方
の
小
作
農
民
の
生
活
は
、
あ
た
か
も
「
牧
並
に
追
わ
れ
る

　
　
　
群
羊
の
哀
れ
さ
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
農
地
解
放
前
（
昭
和
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
現
在
）
玉
之
浦
町
の
農
地
状
況
は
、
三
二
四
二

　
　
　
町
一
反
、
畑
二
四
七
町
六
反
、
自
作
地
三
一
一
町
八
反
、
小
作
地
一
七
七
町
九
反
で
あ
っ
た
。
農
地
改
革
で
買
収
・
売
渡
さ
れ
た
農
地
は
一
三
二
町

　
　
　
二
反
で
、
全
耕
作
面
積
の
こ
七
％
に
当
っ
た
。
売
渡
前
の
自
作
平
均
耕
作
而
積
は
一
人
二
反
七
畝
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
自
作
平
均
面
積
は
三
反
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正
信
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
昭
和
二
七
年
夏
で
に
は
殆
ど
目
的
は
完
遂
さ
れ
、
従
来
の
小
作
人
は
殆
ど
自
作
農
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。

経営規模別農家数の変遷

計網3－5反岡1一卿礎

1133　

1047　

i
≧

D

82i
　　（8）i

142

（13）

921戸44　3（15）1（o）

278

（25）

290

（28）

293

32））

年令＼」ホ｛1「門

　　　　

昭22年|1119）

205

（20）

186

（20）

25

28年

410

139）

295

（33）

自小作上農家数の変遷

計糊目小作

1180　

1182戸

250　口20
一（2」》一＿一＿（．雀」．⊇

70

（7）

180

（15列

　　　　　　　1
　　　　381　　429昭22年
＿　　　　　　⊆32勉乏L＿＿」（36）

429

（36）

312

（26）
25年P620

（52）

1198　　
③

34恥216

（17）

　　　　1

28年l
　　　　l

388

（70）

（
後
記
）
　
筆
者
が
、
五
島
切
支
丹
の
末
子
相
続
制
度
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
私
法
学
会
の
農
家
相
続
の
実
態
調
査
で
、
上
五
島
有
川
町
を
半
農
半
漁
村
の

　
　
代
表
と
し
て
現
地
調
査
し
た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
舟
橋
許
一
教
授
の
お
伴
を
し
て
鯛
之
浦
教
会
を
訪
ね
、
神
父
か
ら
切
支
丹
家
族
に
関
し
て

　
　
話
を
伺
っ
た
の
が
契
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
舟
橋
教
授
の
御
還
暦
を
お
祝
い
し
て
拙
稿
を
捧
げ
る
こ
と
は
光
栄
で
あ
る
。
そ
の
後
、
青
山
道
夫
教
授
よ
り

　
　
御
教
示
を
受
け
、
特
に
三
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
、
各
個
研
究
費
を
受
け
て
詳
し
い
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
種
々
御
配
慮
を
受
け
た

　
　
現
地
関
係
各
位
に
深
謝
す
る
。
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